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岡発戸・都部の谷津田鳥類センサス調査結果報告 II
（2010 年 1 月〜 2014 年 12 月）

塩田いづみ

　　　　　　　　キーワード：岡発戸 ,我孫子市 ,千葉県 ,鳥類センサス ,谷津田

はじめに
　我孫子市鳥の博物館では , 我孫子市岡発戸 , 都

部にまたがる谷津田を調査地とし , 鳥類の生息状

況を把握する目的でセンサス調査を実施している . 

2010 年 1 月〜 2014 年 12 月までの調査結果を報

告する . 

　岡発戸・都部の谷津田は , 我孫子市内では谷津田

の原風景が唯一残っている貴重な環境であり（我

孫子市　2013）, 2003 年から我孫子市により , 谷

津田の保全と活用を図るための「我孫子市谷津

ミュージアム事業」が開始された場所である . 

調査地と調査方法
　調査地は , 千葉県我孫子市岡発戸および都部にか

かる谷津田で , 谷底両岸の歩道に沿ってセンサス

ルートを設定し調査した（図１）. 谷底は , 主に水田 , 

放棄水田 , ヨシ原 , 池などで構成されている . 調査

地の南のゴルフ場側の斜面には , 主なものでサク

ラ , マテバシイ , スギ , ヒノキなどが見られ , 対岸

の斜面にはシラカシ , スダジイ , コナラ , クリ , ケ

ヤキ , イヌシデ , エノキ , アカメガシワなどが見ら

れ , 斜面上部の台地には主にスギ , ヒノキが見られ , 

畑が分布している . 

　センサス調査は , 設定したセンサスルートに沿っ

て , 時速約 2km で歩き , 8 倍双眼鏡を使い , 出現し

た鳥の種類と数を記録した . 観察範囲はセンサス

ルートから山側は斜面上部まで , 谷側は中央の水路

までとした . 調査は , 晴れもしくは曇りの日の午前

中に毎月１回行った . 

調査結果
・出現種数・個体数について

　2010 年 1 月から 2014 年 12 月までの５年間の

センサス調査の結果 , 11 目 27 科 59 種の鳥類を確

認した（表１）. 各年の月別センサス結果と５年間

の総計は付表 1 〜 6 のとおりである . 

　出現個体数と種数の月変化を比べると（図 2, 図

3）, 出現個体数は 1 月に最大 , 9 月に最小であっ

〒 270-1145 千葉県我孫子市高野山 234-3　我孫子市鳥の博物館
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図１. 　岡発戸・都部谷津田鳥類センサスルート . 
Fig. 1.  Census route in the rice field of  Okahotto-Ichibu valley
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た . 出現種数は , 2 月に最大 , 8 月に最小であった . 

個体数 , 種数とも冬期に多く , 夏期に少ない傾向が

あった . 

・優占種について

　年間を通じて出現個体数が多い種（表 2）は , ヒ

ヨドリ（20%）, スズメ（14%）, アオジ（8%）, カ

ワラヒワ（6%）, ホオジロ（6%）, シジュウカラ（4%）, 

ムクドリ（4%）, メジロ（4%）, ハシボソガラス（4%）, 

カシラダカ（4%）, ハシブトガラス（4%）であり , 

全出現個体数の約 8 割を占めている . その他の２割

の中にはカルガモ , ゴイサギ , アオサギ , ダイサギ , 

チュウサギ , コサギ , ホトトギス , タシギ , トビ , ハ

イタカ , オオタカ , ノスリ , カワセミ , アリスイ , ア

カゲラ , チョウゲンボウ , ハヤブサ , カケス , オナ

ガ , キクイタダキ , ヤマガラ , ヒガラ , ヒバリ , ツバ

メ, オオヨシキリ, シロハラ, アカハラ, ルリビタキ, 

表 1　岡発戸・都部谷津田鳥類センサス調査出現種
（2010 年〜 2014 年）

Table 1.  List of  appeared species in the rice field of  Okahotto-Ichi-
bu valley.  (2010-2014)

11 目 27 科 59 種

( リストは日本鳥類目録改訂第７版に準拠 )

図 2. 　個体数の月変化（2010 年〜 2014 年合計）. 
Fig. 2.  Monthly variation of  population of  birds.  (2010-2014 total)

図 3. 　種数の月変化（2010 年〜 2014 年合計）. 
Fig. 3.  Monthly variation of  the number of  species.  (2012-2014 total)
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ジョウビタキ , キセキレイ , セグロセキレイ , ビン

ズイ , タヒバリ , ベニマシコ , ウソ , イカル , クロ

ジ , オオジュリン , コジュケイの 40 種と識別でき

なかった鳥類がふくまれる . 

　2000 〜 2003 年の調査結果（斉藤ほか　2004）

と比べるとスズメとヒヨドリの割合が逆転し , ヒヨ

ドリの割合が多くなっていた . 

　季節をそれぞれ春（3, 4, 5 月）, 夏（6, 7, 8 月）, 

秋（9, 10, 11 月）, 冬（12, 1, 2 月）に分け , 季節

別に優占種上位 10 種を比べた（図 4）. 

　春期は , ヒヨドリ（17%）, アオジ（10%）, ムク

ドリ（8%）, スズメ（8%）, ホオジロ（7%）, 夏期は , 

スズメ（26%）, ヒヨドリ（22%）, ムクドリ（6%）, 

ハシブトガラス（5%）, ホオジロ（5%）, 秋期は , 

ヒヨドリ（35%）, スズメ（12%）, カワラヒワ（6%）, 

ホオジロ（5%）, メジロ（5%）, 冬期は , スズメ（15%）, 

ヒヨドリ（14%）, アオジ（12%）, カシラダカ（8%）, 

表 2. 　種別個体数の優占順位（2010 年〜 2014 年）. 

Table 2.  Dominant species and the ratio.  (2010-2014 total)

春（３, ４, ５月） 夏（6, 7, 8）月

秋（9, 10, 11 月） 冬（12, 1, 2）月

図 4. 　季節別の優占種（2010 年〜 2014 年合計）. 

Fig. 4.  Dominant species by season. 
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カワラヒワ（8%）の順に優占していた . 

　ヒヨドリ , スズメは四季を通じて優占上位 5 種に

入っていた . また , ホオジロ , シジュウカラ , カワ

ラヒワは , 四季を通じて上位 10 種に入っていた . 

　その他 , 冬期には , アオジ , カシラダカが優占し

ているのが特徴であった . 

考察
　毎月のセンサス調査結果から , 生息個体数や種数

の月変化の状況など , 調査地の鳥類の生息状況の概

要が把握できた . 

　個体数・種数の月変化を見ると , 冬期に多く夏期

に少ないことから , 調査地域は鳥類の越冬地として

多くの鳥に利用されている . また秋期にはヒヨドリ

が増え , 冬期には減ることから , 渡りの途中のヒヨ

ドリが多く立ち寄っていると考えられる . 

　スズメやヒヨドリは年間を通じて優占種になっ

ており , 調査地が市街地に隣接している環境が要因

と考えられた . 

　タカ目では , トビ , ハイタカ , オオタカ , ノスリ

などが時々 , 観察された（識別できなかったハイタ

カ属も含む）. このことから , 調査地はおもに生態

系の上位に位置するタカ目の行動圏内のひとつで

あることが示唆される . 

　一方チョウゲンボウやハヤブサなどの広い解放

空間を採食域とするハヤブサ目は , 調査地ではほと

んど観察されなかった . また , 水田環境を好むヒバ

リ , タシギなどもほとんど観察されなかった . 草地や

ヨシ原を好むオオジュリンも少なく , セッカは観察

されなかった . これらの鳥類は , 調査地周辺の広域

水田や手賀沼のヨシ原では観察されていることか

ら , 調査地の特徴である谷地形が鳥相を特徴付けて

いることが示唆された . 

　2014 年 10 月 11 月にはアカゲラが観察された . 

2001 年にも越冬する個体が観察されている（斉藤

ほか　2004）ことから , 調査地はアカゲラが越冬

できる樹林地として条件を備えていることが示唆

された . 

　谷津田の中央を流れる水路付近には , 周年サギ

類 , カワセミ , ハクセキレイ , セグロセキレイが観

察される . また , 冬期には少数ながら必ず越冬個体

のキセキレイが観察されていることから , 調査地の

水系はこれらの鳥類の生息環境としてかかせない

ものであると示唆された . 
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付表 1　岡発戸・都部の谷津田鳥類センサス結果（2010 年）

Appendix table 1.  Result of  bird census in the rice field of  Okahotto-Ichibu valley.  (2010)
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付表 2　岡発戸・都部の谷津田鳥類センサス結果（2011 年）

Appendix table 2.  Result of  bird census in the rice field of  Okahotto-Ichibu valley.  (2011)
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付表 3　岡発戸・都部の谷津田鳥類センサス結果（2012 年）

Appendix table 3.  Result of  bird census in the rice field of  Okahotto-Ichibu valley.  (2012)
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付表 4　岡発戸・都部の谷津田鳥類センサス結果（2013 年）

Appendix table 4.  Result of  bird census in the rice field of  Okahotto-Ichibu valley.  (2013)
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付表 5　岡発戸・都部の谷津田鳥類センサス結果（2014 年）

Appendix table 4.  Result of  bird census in the rice field of  Okahotto-Ichibu valley.  (2014)
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付表 6　岡発戸・都部の谷津田鳥類センサス結果（2010 年〜 2014 年）

Appendix table 6.  Result of  bird census in the rice field of  Okahotto-Ichibu valley.  (2010-2014 total)
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（資料 1）　岡発戸・都部谷津田優占上位 20 種の個体数の月変化（1）

Data 1.  Monthly variation of  birds population regarding twenty kinds of  dominant species in the rice field of  Okahotto-Ichibu val-
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（資料 2）　岡発戸・都部谷津田優占上位 20 種の個体数の月変化（2）

Data 2.  Monthly variation of  birds population regarding twenty kinds of  dominant species in the rice field of  Okahotto-Ichibu valley.  (2)
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Bird census report at the rice field of  Okahotto-Ichibu valley in Abiko city (2010-2014).  

Izumi Shioda

Abiko City Museum of  Birds,  Kohnoyama 234-3,  Chiba,  270-1145,  Japan

KEY WORDS : avifauna,  census,  rice field,  Yatsuda,  Okahotto,  Ichibu,  Abiko city,  Chiba

SUMMARY :

I conducted bird census in the rice field of  Okahotto-Ichibu valley what is called as Yatsuda once in every month for five 

years from 2010 to 2014. Consequently,  I identified 59 species in 27 famillies and 11 orders.  I  considered the avifauna 

of  this rice field of  Okahotto-Ichibu valley. 


